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I I .  一般講演

1 　 肝 硬 変 に 伴 う 難 治 性 腹 水 に 対 し 分 消 湯 を 用 い

た一例

野澤宗志（ゆきぐに大和総合病院）

小林豊（同　和漢診療科）

笠原裕司（富山医科薬科大学和漢診療学教室）

【患者】80 歳, 女性

【主訴】 体重増加, 両下肢浮腫, 腹部膨満感

【硯病歴】 1987 年11 月 より肝硬変症 ( そ れ以 前

の病歴は不明) によ る腹水 , 浮腫 , 肝性脳症 に て

入退院を繰り返 して い た . 腹水, 浮腫 が徐 々 に増

悪 し, 腹部膨満感と下腿浮腫が高度と な っ た た め

2 001 年5 月10 日入院 .

【経過】 利尿剤 の静注にて 下 肢の 浮腫 は軽減 し

た が, 腹水は減少せず . 上 腹部膨満感が 高度で 食

事が ほと ん ど摂取できない 状態だっ た . ア ル ブ ミ

ン 製剤併用で腹水はや や減少 したが , 併用を 中止

する と再増加するた め, 浮腫 , 腹水を ｢ 水 腫+ と

と らえ, やや実証傾向で あ っ たた め分消 湯の 併 用

を開始 . 分消湯開始後, 腹水は順調に減少 し, それ

に伴 い 腹部膨満も軽減, 食事摂取量 も回復 し退院

とな っ た .

【考察】 分消湯は ｢ 万病回春+ 収載 の 処方 で 各

種浮腫や腹水な どに用 い られる処方で あ る . 利尿

剤で改善不十分な難治性腹水 に分消湯の 併用が有

用 である と考えられ た .

2 　 六 君 子 湯 を 中 心 と し た 新 し い 貧 血 治 療 の 試 み

関 義 信（県立小出病院内科）

【緒言】 貧血治療 には, 人参, 当帰な どを含 む気

血双補剤が頃用され る . 日常臨床で よく遭遇す る

鉄欠乏状態の 貧血の 中でも鉄剤 に反応 しな い もの

は
, 鉄 の吸収障害, 網 内系 か ら の 利用 障害等 の 病

態か ら治療 に難航する . 六君子湯 は古 来, 万病回

春な どで牌胃虚弱者の 消化障害 に使われて きたが,

貧血 治療にも有効とさ れる .

【目的】 六君子湯の 貧血改善作用を知る た め に ,

鉄剤不応性貧血 に対 しその 効果を評価 した .

【方法】 外来診療 で造血器腫蕩 が除外 され て お

りか つ 明らかな活動性出血性病変を認め な い 上記

貧血患者に, 六君子湯 エ キス 剤を投与 し前後 の 血

液学的所見 ,
併発する基礎疾患等を検討 した .

【結果】 評価可能で あ っ た 6 症例 中 4 症例 で 貧

血の 改善を認めた . 他 に 1 例は 2 週後貧血 は改善

されて い な い もの の 血清鉄の 上昇を認め た . 大方

の 症例で 萎縮性胃炎, 逆流性食道炎等 の 消化器疾

患を併発 して い た .

【考察】 経 口鉄剤不応性の 貧 血 の 改 善に 六 君子

湯 が有効と思われ る症例を認めた . その メ カ ニ ズ

ム
, 適応患者の 病態の 決定は今後の 検討課題で あ

る .

3 　 桃 核 承 気 湯 を 用 い た 精 神 病 高 齢 者 の 一 例

市原綾子・諸橋弘子（文京病院内科）

〔症例〕N . C .
T 12 生 女性 ; 基礎 疾患 精神

分裂病 多発性脳梗塞 腎結石 子宮筋腫 ; 問題

疾患 膿尿 熱発と便秘 腹部膨満

【現病歴】 入院時より寝 たきりで , 全介助 ･ 尿汚

染の ため月に 2 - 3 回高熱をくり か え して い た .

又, 便秘の ため腹部膨隆 し , 食欲 も低下 しがち で

あ っ た .

【経過】 便秘 に対 して , 従 来通りの 治療 にて も

改善さ れない ため , 漢方薬併 用と した . 古方で い

う虚証に用 い る漢方薬より開始し効果を期待する

が全く反応が無か っ た ため , 最後の 切り札的 に桃

核番気湯を開始 した と こ ろ , 約 2 週間後 より , 敬

便が 1 日 2 回程度自力 で 出せ るように な っ た .

【考察】 分裂病を基礎 にも つ 高齢女性 に対 し,

桃核承気湯を投与した と こ ろ , 便秘 , 腹 満が改 善

され た . 本例 に実証 に用 い る桃核承気湯が有効だ っ

た の は , 子宮筋腫と慢性尿路感染症が 癖血の 病態

を形成 して い た こ と と, 分裂病が傷寒論中 にあ る

｢ そ の 人狂 の如 し+ の 病態に近 い ため で あ っ た た

め と考える .


